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企寮母室と居室前廊下

4月17日午後2時から，特別養

護老人ホーム「育磯苑」の銭工式

ガ，関係者約130人ガ出席して行わ

れました。

青磁苑は，社会福祉法人「育磯会」

ガ総工費約4億円をかけて建設し

ていたもので，建築延面積1.950平

万戸zの鉄筋平屋建て瓦葺。 百竃・6

定員は50人で，短期保護ベッド 恒E亙~
4床も設けてあります。 で聾ー’A

主芯施設は，居室（4人部屋10~· 
室， 2人部屋ア室）のほか，特殊 ／．，

唱.. ~・
浴室，機能回復訓練室，娯楽室， 台、
食堂などが設けてあります。 ，．， 
育磯苑の位置は，市街地から500ι竺会

慌のところにあり，老人福祉セン ..＿ム
ターに隣接し，泊病院にも近く， 』 E・
緑に固まれ，育磯海，北戸ルプス ”‘’r
が一望できる風光明婿な環境に恵 ，_.,...._ 

まれだところです。

特
別
養
護
老

人

ホ

l
ム

- l'9' ... 4月23日に朝日町庁奮の践工記

量一面A 念式典を挙行いだしまし定。

み 式典吋ち明工のため

に，ご浄財や給画・書芯どを寄附

してい疋だいた方々への感謝状を

竣 贈呈しましだその後町悶

で友好都市釜石市の市木「定13＼の

木J の檀樹式を浜川釜石市長，長

谷川釜石市議会議長の出席のもと

留酒量 に行いました。ェ、 また，町民憲章碑除幕式をj白南

h 官官ア 部保育所園児（ゆり組25名）によ

H置量 る除幕と，朝日中学校3年の舘裕

r、 危叛藤紘 さんの朗読により

~"lit. 行いまし定。

？』る そして，午前竹時からの践工記

挙…一知事鹿
熊県議会議員をはじめ，たくさん

が 一出席のもと，一わ

れました。

...こけら落しに舞われた“平柳の獅子舞

『唱域主跡事

Aふんい気をかもし出す中庭

－
グ
ラ
フ
特
集
「
綾
工
式
」
＠

4

司
テ
レ
ビ

・
冷
暖
房
を
完
儀
し
た
居
室

官、1
川
会

島・－・ ~，，，，~－ 

... こけら落しに舞われた“大平地区の~~~子舞”

jE 

h
F
「
た
ぶ
の
木
」
の
植
殺
を
す
る
寺
崎
町
長
と
浜
川
釜
石
市
長

...加藤与幸さんに感謝状を手渡す寺崎町長

E’”ワー

－－－ー

...町民憲章を朗読する舘裕紀君と坂緩彩子さん（朝日中3年）

－
昭
和
引
年

5
月
号

＠



い
つ
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、
災
害
時
の
情
報

を
迅
速
に
、
し
か
も
的
碓
に
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
町

で
は
防
災
行
政
無
線
を
設
置
し、

4
月
お
日
に
開
局
し
ま
し
た
。

無
線
シ
ス
テ
ム
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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災
害
時
⑭
阿
国
器
内
句
通

a
E

防

災

行

政

無

線

が

開

局

災
害
時
に
早
く
て
正
し
い
情
報
を

災
み
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
応
を

守
る
こ
と
は
、
ハ
以
も
民
．
裂
な
課
題
て

す
2

そ
の
た
め
町
で
は
、
河
川
改
修
、

小
川
作
以
食
防
止

・
上
－
れ
流
の
流
山
防

小
川
な
ど
の
た
め
の
下
業
を
仙
鰍
的
に

推
進
し
て
い
ま
す

し
か
し
、
災
山
を
い
水
然
に
防
汁
，す

る
こ
と
も
主
要
で
す
が
、
い

っ
た
ん

災
計
が
発
生
し
た
場
合
、
正
川町
な山川

線
を
い
ち
い
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
二
次
災
告
が
起
こ
ら
な
い
よ
・
7

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
京
私
た
%
が
加
入
し
て
い
る
．
返

品
や
福
山
八
は
訂
線
の
た
め
、
災
以
υ
の

発
生
に
よ
リ
断
線
す
れ
ば
停
屯
や
t
u

い
い
不
通
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
威
力
を
先
陣
す

る
の
が
い
烈
紘
一
で

L

す
め

防

災

行

政

無

線

と

は

防
災
行
政
無
線
と
は
、
火
災
の
通

報
、
緊
急
時
の
避
鰍
誘
持
な
ど
、
災

移
動
系
は
、
役
場
に
は
惜
地
川
を
説

明仇
し
、ト山一般え
は
中
継
い
川
を
介
し
て
、

隣
卜
修
動
向
で
あ
る
い
巾
線
引
無
線
機

（
9
ムリ
）、
可
搬
刷
し
無
線
機

（
5
ムN
）、

批
借
州
じ
無
線
機

（
2
h
）
と
い
父
い
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
向
山
系
が

一
万

山
地
い
な
の
に
対
し
、
移
動
系
は
、

相
花
山
え
い
い
が
で
き
る
た
め
、
機
動
刊

に
応
み
、
刻
々
と
変
化
す
る
災
芥
状

況
を
本
部
に
連
竹
村
、
適
切
な
付
策
を

減
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
防
災
行

政
無
線
に
は
、

6
．
0
5
0
万
円
の

が
業
代
を
か
け
ま
し
た

9

山
山
時
の
情
報
を
迅
速
に
、
し
か
も
的

確
に
伝
述
す
る
ほ
か
、
平
常
時
に
は

一
般
行
政
川
動
の
必
怖
と
し
て
、
H

常
生
前
に
役
必
つ
防
総
を
伝
え
る
純

設
で
す

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
例
主
系
シ
ス

テ
ム
と
同作品川系
シ
ス
テ
ム
に
よ
リ
構

成
さ
札
て
い
ま
す

制
定
系
は
、
役
場
に
あ
る
判
明
日
川
か

ら
屯
波
を
送
い
し
、

小
川
十
校
を
中
心

と
す
る
町
内
叩
ヵ
所
の
以
外
放
送
地

位
の
ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
九
町
内
会
長
、

消
防
団
関
係
ぷ
、
公
共
施
設
等
に
設

附
し
た
1
9
8
台
の
戸
別
交
い
機
に

よ
リ
、
皆
さ
ん
に
災
山
札
口
時
の
緊
急
的

報
を
は
じ
め
、
日
常
の

一
般
行
政
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
一
郎
述
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

ま
た
、
消
防
鋭
利
に
述
悩
制
御
川市
（
リ

モ
コ
ン
装
置
）
を
設
抗
し
て
い
る
た

め
、
消
防
本
部
か
ら
的
核
役
場
の
税

局
を
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

非
常
災
害
山
総
等
を
流
す
－
｝
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

放

送

情

報

す

る

町
か
ら
送
ら
れ
た
情
報
は
、

mm外

政
送
施
設
と
．
戸
別
受
析
機
に
よ
っ
て

欣
送
さ
れ
ま
す
円

緊
急
放
送

（災
害
時
）

V
地
目
、
ムN
M
帆
、
大
一
山
洪
水
m
p
J

線
写

の
為
的
欠
象
的
総

V

一
般
火
災
的
保

’v
災
得
税
坊
の
的
雌
な
間
総

V
災
山
岳
時
の
避
倣
命
令
や
避
縦
議
持

平
常
時
放
送

V
チ
ャ
イ
ム
彼
氏
｝

4

司
開
局
記
念
淑
迭
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
寺
崎
町
長

・ 防災行政無 線 ・

！システム構成匡日
戸日lj ·~ f1H幾移動系．． ， 固定系

1
日
3
凶
、
午
前

7
時
、
午
後
6
時
、

午
後
9
時
の
定
時
に

印
刷
本
を
自
動
放
送
し

ま
す
。
午
後
9
時
に

は
、
火

ι同
立
の
政

送
も
あ
わ
せ
て
行
い

ま
す
。

v
一
般
政
送

町
か
ら
の
お
知
ら

せ
等
を
、
必
．
裂
に
応

じ
て
、
午
前
7
時
と

午
後
6
時
め
チ
ャ
イ

ム
政
送
後
に
政
送
し

ま
す
。

そ
の
・
上
な
内
山
介
は

川
町
の
行
市ド

（成
人

い
L
、

げ

リ
，十、
十
本
〈
1

．、

H
i
i
T
j
 

会
、
あ
さ
ひ
然
り

な
ど
）

ω運
動

・
週
間

（交
辿
安
全
、
火

災
子
仙
、政
末
助
け
ん
い
い
な
ど
）

ω選
や
（作目州
選
不
の
作
発
な
ど
）

削
そ
の
他

（献
血
、
伴
．中也
の
お
知

ら
せ
な
ど
）

』司
町
内
叩
カ
所
に
設
置
し
た

屋
外
放
送
施
設

よ

‘、
、、

同
L

~ ． 
防

政
無
線

一」。

可燃1＼リ無線機

tl'Hli 1＼リ無線機

／
 

h
F
役
場
の
2
隠
に
段
置
し
た
親
局

V戸別受信機

£~ 

－
昭
和
例
年

5
月
号

＠



日5 2 月5 覧の寄附舎へ新庁
lま

－副島

です

任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町
長
選
挙
の
投
票
日
は
、

5
月

お

日

の

予

定

で

す
。

こ

の

選

挙

は

、

町

政

の

最

高

責

任

者

を

選

ぶ

、

最

も

身

近

で

重

要

な

選

挙

で

す
。

投

票

は
、

私
た
ち
一

人

一

人

の

権

利

で

あ

る

と

同

時

に

、

果

た

す

べ

き

義

務

で

も

あ

り

ま

す
。

棄

権

す

る

こ

と

な

く

、

あ

な

た

の

大

切

な

一

票

を

必

ず

投

じ

ま

し

ょ

う
。

日町長選挙の投票

投
票
の
時
間
と
場
所

選

挙

ので

き

る

人

日
時

5
月
お
日

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

投
張
所
入
場
券
に
記
入
し
て

あ
り
ま
す
。

V
昭
和
制
年
5
月
初
臼
ま
で
に
生
ま

れ
た
初
歳
以
上
の
人
。

V
本
町
に
住
所
が
あ
る
人
。
た
だ
し
、

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
人
は
、
昭
和
引

年

2
月
間
日
ま
で
に
転
入
崩
を
し
て

い
れ
ば
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
転
出

さ
れ
た
人
に
は
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ

ん
。

V
選
挙
権
の
あ
る
人
で
も、

選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投

判別
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
一

度
設
録
さ
れ
て
い
る
か
確
め

て
く
だ
さ
い
。

名
簿
の
縦
覧
期
間

5
月
何
回

i
n日

V
な
お
、
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

は
、
転
出
届
を
出
し
て
い
な
い
と
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
前
の
住
所
に

な
っ
て
い
る
た
め、

投
票
は
前
の
住

所
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

場
所開

票
の
時
間
と
場
所

日
時

5
日
お
H

午
後

7
時
初
分
か
ら

朝
日
町
役
場
4
附
大
ホ

i
ル

場
所不

在
者
投
票

通
常
の
不
在
者
役
票

投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
科
な
い

用
務

・
業
務
ま
た
は
病
気
な
ど
で
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

不

ι者
役
梨
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
：
：
・

5
月
初
日
か
ら
剖
日

ま
で
の

5
日
間、

午
前
8
時
羽
分
か

ら
午
後

5
時
ま
で
で
き
ま
す
。
土
附

日
も
同
じ
で
す
。

投
票
場
所
・
・
・
・・・間
選
挙
管
思
委
民
会

で
行
い

い
や
務
局

（役
場
内

・
l
階
）

ふ
ぶ
寸

v
。

持
参
す
る
も
の
：
・
：
印
鑑

V
不
作
者
投
誤
を
す
る
に
は
、
投
紫

当
日
に
山
村
ら
投
rwm
所
に
行
っ
て
投

wm
で
き
な
い
じ円
をん
He
刊
百
に
記
入

し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
不
紅
理
由

が
不
明
維
で
す
と
、
事
務
只
が
一不

ト化
即
日由
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
を
。

町
外
で
の
不
在
者
役
票

出
稼
ぎ
先
な
ど
で
投
票
す
る
場
合

投
採
用
紙
約
求
占
を
町
選
挙
管
問

委
円以
会
へ
位
出
す
る
と
、
投
票
用
紙

な
ど
が
本
人
の
も
と
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
滞
化
地
の
選
挙
管
政
委

い只
会
へ
提
ぷ
し
、
そ
こ
で
投
出
し
ま

す
。
投
梨
川
紙
の
諦
ボ
は
、
選
挙
の

ιm
H

小
（
5
ハ
初
日
）前
に
で
き
ま
す
。

平
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

船
員
の
不
在
者
投
票

船

H
手
帳
と
選
挙
人
名
簿
登
鈷
説

明
書
を
入
港
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
提
ぶ
し
、
投
ポ
し
ま
す
。

－町長選挙。

郵便巴よる不在者鐙票

身体防害者手帳の交付を受け

ている人で、両下肢・体幹障害

i級・2級の人、心臓、行臓、

呼吸保障31級・3級などの
人は、次の手続きをすると、郵

伎による投祭ができます。

V郵便投票証明記を添えて、投

河川用紙請求占を選挙管別委員

会に提出すれば、投一山知相紙が

自宅へ郵送されます。

V郵便投票証明芹の交付を受け

てい辛い人は、身体障書者手

帳を添えて、選挙管郎一委員会

に巾請してください。

V投摂用紙が送られてきたら、

すぐに投票制紙に・4級して、

早めに郵便で選挙行理委民会

へ道付してください。

V山一州求は、…必滋γ則日の告人小（5

月初日）前にできますcただ

し、この場合の抗求は、5月

幻自（投票日の4日前）まで

です。注意してください。

寄 目普 者 寄 日首 rf'/J 寄 日程 者 寄 目首 ロ~

カ日 藤 与 芸評 100万円 大 平 山 i寿大平山涛響近代詩

金 朝日町建築協会 30万円 水 島 藍 i事l水島藍i朝香漢詩

朝日町建設協会 30万円 'E 国 池 亭 吉 田池手：書漢詩

書

東京高士梱包紙器肌 10万同 居 i皮 玉 主塁 居波玉室主替漢詩

ロロロ朝日町歯科医師会 10万円 大 菅 空白 山 大菅如山番近代詩

株式会社久保商店 3万円 大 平 正 日百 大平正昭書近代詩

荒谷直之介 荒谷直之介作 「憩う娘たち」 初P 沢 太 門 柳沢太門撮影「揚柳秋月」

谷 口 山 知E谷「口不山動郷堂作遺跡から朝日岳を望むJ 竹 内 正 男 竹内正男綴彬 「夕陽J
写

広 回 γまヲ2屯J 広「田朝梨日作町を行〈芭蕉と曽良」 平 t}ji 隆 平坂隆一搬彬「飛鳥車の里」

石.... 崎 巴 人 岩崎巴人作 r百巣克甘」 木 村 嗣 木村｛言嗣撮影 「湖畔の夜明け」

前川 日 出雄 前川啄人作 「怒涛J 深 見 弘 夫 深見弘夫織影 「育」

絵 II II 「あじさいの季節」 キ本 祥 小林枠三搬影 「落日」

長 崎 長崎英人作「林と太陽」
真．
加 藤 富 美 子 加E泰太郎撮影 『大屋めたそがれ」英 人

佐々 木 幸 雄 佐々木幸雄作 「早春の小更」 大蓮華山保 Jl券会 蓬沢正二搬影 「朝日岳初冠雪」

山 根 あおおに 山根あおおに，山根赤鬼作 柚 木 文 次 柚月芳作 「飛朔」
周3

山 キ艮 亨『〈 鬼 「朝日町のお祭り風景」 日東紡績（附i自工 場 開発芳光作 「水脈」

谷 ｛ 山太郎 谷口仙太郎作 「閉幕を待つ巣衣」
塑

朝日町金融協会 田中三太郎作 「秋分の頃」ロ

躍を n~ 要 鹿熊要作 「犬椅子とちり烏」 草月日ロータリークラブ 屋外電気時計

画 長崎 き ゑ 長崎助之照作 「朝日岳」 北陸電力側富山支店 ミニ図書館

II II 「馬鉱山」 朝日町電設協会 テレビ（28インチ）

近 江 JI！長 （口.. 谷口山郷作「樫倉山」
物

日本電気富山支店 II 

松岡郷人後援会 松田郷人作「晃晃制岳」 折 谷 主主 一 絞め木5本

朝日 町年金者連盟 石原、進作 「新緑大和路」 釜石市議会 ”さけ”のはく製

釜 石 市 泉一孝作「釜石風景」 釜 石 市 虎舞 （釜石市名物）

版 間 部 普 治 間部善治作「縄文幻想」
ロロロ

東京朝 日 ゐ:z;;.' i策台

画 殿 村 芳 謙 殿村芳謙作 「さざJ 湯 島 富 司雄 置時計

捻ト 前 JII 日 出雄 前川啄人作 「達l審太師一喝之図」 泊 芸 妓組合 置時計

軸 I/ II 「達磨太師一喝之図」

貴重な美術品及び金品のご寄贈が新庁舎の竣工に当たり，たくさんの方々から，

ありました。本当にありがとうございました。

－
昭
和
的
年
5
月
号
＠



昭
和
制
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
れ
議
案
を
可
決
・
承
箆

公
共
用
地
先
行
取
得
等
事
業
特
別
会
計
予
算
事

J
一

昭
和
臼
年
第
1
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
（
3
月
）か
ら
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昭
和
例
年
第
1
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を

3

月
ア
日
か
ら
却
白
ま
で
の
何
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し

た。
開
会
自
の
ア
日
に
昭
和
引
年
度
一
般
、
特
別
会
計
の
当

初
予
算
な
ら
び
に
農
村
婦
人
の
家
条
例
の
制
定
案
芯
ど
お

議
案
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
及
び
議
案
の
細
部

説
明
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
会
議
で
上
程
案
件

に
対
す
る
質
績
を
経
て
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
巳
付
託

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
慎
重
巳
審
鰻
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
し
て
、
初
日
の
最
終
日
に
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
撒

結
果
の
報
告
が
さ
れ
、
質
疑

・
討
論
を
行
い
、
表
決
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
後
、
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

議
員
提
出
議
案
と
し
て

5
議
案
ガ
追
加
上
程
さ
れ
、
慎
重

仁
審
議
さ
れ
だ
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
だ
。

ま
だ
、
請
願

2
件
、
陳
情

4
件
の
審
査
結
果
C
つ
い
て

は
、
探
択

4
件
、
継
続
審
査

2
件
と
決
定
さ
れ
ま
し
定
。

常

任

委

員

長

報

告

錨
脚

am
鋤
開
宙
開

S
a
・
開
会
冨

付
f
山
系
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ぬ
案
の
と
お
リ
吋
決

・
板
。
附
す
べ

き
む
の
と
決
し
ま
し
た

な
わ
ね
、
後
伐
の
治
れ
に
お
い
て
、

次
の
変
M
Y
Z
U比
か
あ
り
ま
し
た

ー

イ
ノ
ブ
タ
の
生
産
．
飼
行
に
あ

た
り
、
安
定
供
給
体
制
の
縫
い
止
を
目

指
す
と
と
む
に
、
使
用
目
的
を
鋭
光

の
口
一
ム
高
間
口
聞
と
す
る
の
か
あ
る
い
は

町
内
前
貨
を
目
的
と
す
る
の
か
、
長

期
展
望
に
応
づ
い
た
イ
ノ
ブ
タ
の
生
一

必
に
取
り
級
ま
れ
た
い

2

附
如
何
mm
年
度
チ
算
執
行
に
あ
た

り
、
円
向
問
題
な
ど
厳
し
い
純
一
凶
現

段
の
打
開
策
の
一
環
と
し
て
、
公
共

が
業
の
早
期
発
作
山
等
、
代
間
余
た
の

印
刷
性
化
に
位
閉
め
ら
れ
た
い

3

ι中
川
改
修
及
ひ
ハ
イ
ハ
ス
の
新

ぷ
は
、
駅
山
間
附
交
問
削
な
と
総
合
的

な
お
‘
滞
伐
の
必
伐
に
お
い
て
、

次
の
川
町
ザ
一
立
は
が
あ
リ
ま
し
た

－

小
山
伏
か
ら
の
配
術
資
料
は
、
チ

£
ツ
ク
体
制
を
強
化
し
、
正
体
な
ら

め
に
さ
れ
た
い

な
祢
川
州
策
定
の
・
必
裂
性
は
わ
か
リ
ま

す
が
、
災
由
一
川
時
の
州
川
氾
叫
誌
の
実
情

を
勘
案
し
‘
上
寸
川
改
修
叶
叩
川
両
及
び
パ

イ
ハ
ス
の
新
設
計
耐
を
関
係
機
関
と

協
議
し
、
実
施
計
同
の
早
期
策
定
に

鋭
立
取
り
組
ま
れ
た
い

d

4

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
計
阿

の
尖
施
に
あ
た
り
、
林
道
の
拡
一
鰯
改

良
な
ど
道
路
桜
一
備
と
と
む
に
．
ユ
ニ

ー
ク
な
余
耐
を
取
り
入
れ
、
間
飢
え
ぶ
聞

の
光
夫
に
力
点
を

mか
札
た
い

，
州
側
l
仙げ

『
消
勺
装
巡
の
設
次
に

つ
い
て
」

ぬ
ぴ
倣
的

2
作
消
勺
出
火

甲
山
の
新
山
叫
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
則
立
安
当
と
必
め
、
保
択
に
す

べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た

代
表
・

一一般
質
問
一の
一一中
か
ら

3
月
議
会
で
は
、

8
人
の
議

員
か
ら
却
件
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
の
概

要

を
紹

介

し

ま

す
。

寺
川
改
修
と
バ
イ
パ
ス

改
修
は
臼
年
度
か
ら

質

問

芳
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

叫
が
問
問
る
と
・
出
法
し
ほ
ド
一
ば

水
な
ど
の
災
山
札
口
が
党
生
し
て
い
＊
手
’

伊
川
改
修
の
実
総
時
期
は
い
つ
ご

ろ
か
・
ま
た
、
伊
川
に
治
巧
た
パ
イ

ハ
ス
の
析
泣
け
則
合
点
－
ぬ
は
い
つ
か

答

弁

中
川
の
改
修
は
、
当
町
の

治
企
小
川
位
以
上
松
市
川
市
宮
深
閣
と

受
け
と
め
て
お
リ
、
問
日
開
州
4
n
の
県
当

日
切
へ
品
川
〈
袋
請
し
て
い
る
と
ニ
ろ
で

す
。
抜
本
的
な
改
修
は
、
泊
北
部
地

W
れ
の
は
場
山
松
山
剛
と
少
剤
耐
を
合
せ
て
、

位
年
度
か
ら
務
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
柳
地
区
で
の
バ
イ
パ
ス

社
削
は
、
策
定
中
の
泊
釈
南
開
発
計

凶
及
び
流
山
収
変
史
等
と
の
凶
巡
ら
あ

り
、
協
虫
に
川
町
当
吋
と
検
討
し
た
い

と
島
つ
え
て
い
ま
す
。

質
問

特
別
泊
先
ぬ
主
人
ホ

l
ム
「布 ・・・・・．．．．・・・・，h・・・・・・．．．，．・・・・．．．．．． ・・・・.............・......・・・・・・・....・・－－・．．．．．・・・.......・...・0・・................................・・・・・－．．．．．・・.........・・．．． 

2

町
従
の
門
品
川
な
徴
収
及
び
・
納
則

内
の
納
入
を
夕
、
励
す
る
た
め
、

u時．

伝
H
H
制
佼
の
蛇
ト
光

・
強
化
に
は
ガ
め
ら

t
：
‘
 

・1
t
t

3

叫
判
庁
ふ
H

の
オ

1
7
〉
に
川
町
い

、

以
い
以
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
ぞ
モ
叩
ト
ー

と
し
、
日
比
代
か
十
A
品川市に
a
d
れ
る
・

τ」

が
で
き
る
よ
う
削
立
さ
れ
た
い

川
町
納
品
川
非
υ欣

h

川－－
J
に
つ
い
て

H
リ・
u州
級
品
川
机
泌
を
帥
山
本
し
．
・
が
れ
利
市

伐
に
・
ず
べ
き
ら
の
と
決
し
ま
し
た

掴
嶋
崎
明
圃
申
仕
－
揖
寓
・
R

ゐ
冨

H
n
A案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
版
本
め
と
わ
り
り
呼
決

・
桃
川
叫
す
べ

3
む
の
と
決
し
ま
し
た

な
お
、
事
肘
A
況
の
泊
料
で
次
の
波
情

念
uχ
か
あ
リ
ま
し
た

4

－

保
健
セ
ン
タ
ー
の
効
本
的
な
巡

用
を
阿
る
見
地
か
ら
、
的
病
院
と
保

健
セ
ン
タ
ー
を
む
機
的
に
結
び
付
け
、

地
山
政
依
M
A
の
チ
防
医
学
の
充
実
と
険

能
回
復
訓
練
苓
の
拡
充

・
強
化
に
努

め
ら
れ
た
い

2

治
約
院
の
縦
割
耐
の
充
実
強
化
策

の
，

mと
し
て
‘
阪
市
ド

・
川
皮
初
出

μ
”
は
山
中
門
際
的
要
・
糸
し
か
必
く
、
人
市y

．
山
で
%
に
配
な
さ
れ
た

い

3

し
以
の
年
本
手
に
わ
り
け
る
似
仙
川

た
峠
切
の
集
中
化
に

w・
7
、
凶
M
抑
セ
ン

タ
ー
の
校
来
以
制
限
問
也
の
解
消
を

H
H
的
と
し
た
．

L
M晴山
f
m
7
1
ル
の

山
吉
M
を
前
向
き
に
険

J
L
．
川
A
仰
な

し
以
似
集
主
務
に
労
め
・
ツ
H
H
た
い

－

4

M刊
川
同
会
討
に
わ
り
け
る

ι人
保
位

以
縦
拠
山
令
・の
加
入
荷
絞
分
干
の
変

．史
に
よ
リ
、

4

叫帆
叫問
中
仰
の
終
的
か
－

r

怨
さ
れ
る
た
A

町
、
健
保
険
れ
の
川
町
れ
H

M
刊
の
将
利
泌
を
倹

d
さ
れ
た
い

5

M
，r伐
の
H
m
U
に
付
す
る
ん
，
伶

の
H
川
応
協
に
つ
い
て
、

H
1
8
4
に
検
J

さ
れ
た
い

6

川
刊
行
制
作
の
は
記
に
際
し
て
J
．

父
け
ん
れ
州
川
町
心
な
ら
な
ト
ょ
う
舵
大

阪
の
勿
力
を
さ
れ
た
い

A

州刷刊
の
『
シ
ベ
リ
ア
抑
儲
恥
れ
の
思

ら

H
H
1
2
1
ニ
つ
‘
て
－
立
、
日

m
E

S
－

U
含’
u
L
r
t
t
l
ィ
L
d
』

！

凶

動

λ

安
止
ー
と
必
め
、
日
仏
釈
に
す
べ
き

L
の

と
決
し
ま
し
た

山
肌
悩
の

「
市
人
明
日
向
思
欠
行
の河川

動
符
助
成
に
つ
い
て

』
川
崎
、
守
山
般
の

状
泌
を
防
本
し
、
治
統
宮
町
伐
に
す
べ

き
む
の
と
決
し
ま
し
た

書
室
栗
撞
空
間
陣
E
E
－－買＆冨

付
託
案
件
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
似
後
の
と
お
リ
、
呼
決

・
＊
必
ず

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

補
助
削
減
の
対
応
策

歳
出
の
見
直
し
に
努
力

.完成した特別重量讃老人ホーム r有磁宛J

質

問

闘
の
地
－
M
公
共
同
体
に
対

す
る
補
助
令

・
品
川
抑
金
の
削

減
に
よ
っ
て
、
病
院
会
計

・
同
保
会

計
な
ど
の
繰
リ
出
し
令
に
野
崎
押
し
て

必
り
、
以
祉
行
政
情
平
に
じ
A
院
を
き
た

す
も
の
と
懸
念
し
て
い
ま
す
ニ
の

付
応
策
を
ど
の
よ
う
に
与
え
て
お
ら

れ
る
の
か

答

弁

川
州
の
納
助
－
全

れ
州
全

に
つ
い
て
は
、
制
の
千
円
仲
か

的
年
伐
に
引
さ
統
さ
や

mAHm化
と

川
紛
が
附
ら
れ
‘
地
じ
り
財
政

へ
の
彬

馴
仰
が
－
伐
と
般
し
さ
を

mし
て
い
ね
リ
、

阿
閉
め
て
深
刻
な
問
題
と
受
け

d
め
て

い
ま
す

点
寸
町
の
中
1
初
，
寸
銃

へ
の
桜
鴨
川
州
側
に

つ
i

て＋峰、

n
b
k
H
J隻
怯

H
K
Y、
芭

’
1
4
1

1
11

”t
J
1
よ

路
特
別
改
良
事
業
等
、
総
助
金
、
負

卯
金
の
引
き
下
げ
は

3
千
万
円
余
り

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
不
足
付
波
と
し
て

は
、
た
ば
ζ
消
費
税
の

m収
、
建
設

地
方
的
の
別
発
等
に
よ
リ
、
財
源
の

総
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ホ
城
山
川
の

削
減
に
努
め
た
い
と
考
・
え
て
い
ま
す

料

質

問

同
峨
補
助
の
補
助
ま
り
引

さ
下
げ
は
、

一
般
財
減
反
ぴ

－
議
会
だ
よ
り

＠

議

日

程

審マJ
H
Hけ
a

’H
H

刊礼
ψ

求
刑
州
山
の
叫
品
川
、
必

次
の
制
部
川
品
川

d
w
A
の
細
川
仰
H
d
川

，、‘．“nA
L
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吋
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
引
年
度
予
算

－
朝
日
町
．
般
会
計
予
銑

－
削別
H
町
同
氏
健
康
保
険
特
別
会
け

，寸判
H

・
純
白
町
民
名
人
似
健
医
僚
が
業
特
別

会
付
子
竹
仲

・
初
日
町
川
川
民
帥
見
山
川
保
険
A
J
山開
地
ぷ

鈴
川
珍
山
保
所
持
別
会
川
千
村
叫

－
例
日
町
川
刊
M
八
位
以
似
険
み
州
開
地
ぷ

山
向
。
桜
一
昨
特
別
会
計
，

rw

－
初
日
前
町
凶
川
氏
削
除
収
保
険
診
療
仙
細
川
市
叫

泌
診
療
所
特
別
会
計
「
鉱

－
朝
日
町
同
氏
帥
階
段
保
険
珍
副
館
地
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
予
算

－
朝
日
町
市
保
外
二
地
区
別
水
特
別

会

J
子
第

－
初
日
町
加
品
時
発
ハ
ト
叫
H
Aれ
村
別
会
計

「
竹
件

・
利

U
町
保
健
文
化
抗
成
金
特
別
会

刊川－

r外

－
例
日
町
弘
前
州
院
が
た
会
J

1
J
拡

条

例

－
削
刊
日
町
民
村
U
W
人
の
山
本
条
例
制
定

の
件

・
制
口
町
・
ぱ
保
育
所
設
沢
弘
ボ
例
八

km

改
正
の
作

・
初
日
町
輔
副
帆
寸
設
出
品
開
例
一
部
改
正

の
件

・
初
日
町
名
目
立
百
円
川
会
会
以
等
の
報

酬
及
ひ
費
削
弁
償
支
給
条
例
一
部

改
正
の
件

－
朝
日
町
の
脚
朝
日
対
の
給
与
に
闘
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
悦
条
例
一
部
改
正
の
作

－
朝
日
町
特
別
会
外
川
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
店
内
市
品
物
の
処
則
及
び
消
H
W

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

－
M
別
日
阿
川
古
川
誠
さ
ゆ
う

Hm使
用
に
附

す
る
条
例
一
部
改
正
の
作

－
一

U
町

M
M民
総
康
保
険
瓜
公
診
似

所
投
低
条
例
一
部
改
正
の
作

昭
和
印
年
度
補
正
予
算

－
昭
和
例
年

5
月
号

。



仰
陣
内
日
制
刊
に
U
W
柑
付
す
る
も
の
と
忠
わ
れ

ま
す
が
．
保
作
創
什
が
向
い
た
め
に
木

信
託
児
査
が
附
唱
え
て
い
る
こ
と
に
鉱

み
、
保
有
料
を
他
ド
げ
す
る
々
え
が

な
い
カ
。

答

弁

当
町
で
は
、
保
育
所
数
、

特
に
小
規
除
施
設
が
多
く
、

児
竜
数
の
減
少
に
加
え
て
、
引
年
皮

か
ら
は
悶
の
負
制
一
金
補
効
率
が

7
一閃

か
ら
－3
一
ωに
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

保
育
所
の
運
営
は
一
段
と
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
し
か
し
、
折
年
位
の

保
行
斜
は
、
山
例
年
度
と
同
水
川
小
の
れ
只

初
し
に
と
ど
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す

たつ
・
8築

所
新
育

て

即

席

山
町
一
蹴

統
大

企

停
車
渇
東
草
野
線

位
年
度
着
手
に
努
力

質

問

潟
市
計
一
州
事
業
の
一
間
以
で

あ
る
停
市
下
凶
切
米
倍
野
絞
め
精

子
は
い
つ
J
？
っ
か
。

答

弁

体
市
場
東
京
野
納
得
は
、
凶

鉄
一
川
駅
か
ら
iE制
京
地
万
治
・
人

減日

・
削別

u－織
を
結
ふ
討
両
紙
｝

PK
約

5

8
0

の
郎
市
計
州
道
路
で
あ
り
、

市
街
地
の
山
中
心
に
位
前
す
る
こ
と
や

川
鉄
山
駅
に
通
し
る
辺
山
町
て
あ
る
ζ

と
か
－

q
市
街
地
守
備
や
泌
助

・
泊

り

r私引
の
利
州民
に
品
川前
な
役
川
り
を
持

っ
た
辺
助
附
と
帆
勺
え
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
ま
ず
、
山
駅
前
広
場
の

税
制
と
山
限
状
線
ま
で
の
区
間
約
1

5
0
V
の
扱
悩
が
急
務
と
考
え
て
お

り
、
臼
年
度
か
ら
お
子
で
き
る
よ
う

関
係
機
附
に
働
き
か
け
た
い
と
々
え

て
い
ま
す
。

大
手
企
業
の
進
出

中
小
企
業
の
育
成
を

質

問

符
虫
丸
、
太
子
主
義
の
地

万
進
出
が
込
み
、
叫
札
釘
汁
主
μ
引

の
日
以
瓜
の
必
州
に
も
な
ゥ
て
い
念
手
・

こ
れ
ま
で
地
減
社
会
に
討
u
m
vた

地
場
政
設
を
合
め
た
山
間
仁
ま
の
除
制
刊

の
た
め
、
ト
〈
千
余
だ
の
引
込
山
山
を
制
止

す
る
考
え
は
な
い
か

答

弁

ご
針
術
の
問
凶
辻
、
川
や
川
市

ーザ
の
中
小
企
た
に
付
す
る
政

治
や
梅
山
に
よ
る
と
二
ろ
が
大
き
く
、

町
仏以
内け
の
対
策
は
非
常
に
凶
俗
で
す
，

し
か
し
、

小
小
企
業
の
党
民

・
行

成
の
た
め
、
地
場
経
日
間
の
消
波
紋
大

に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

遺
跡
展
示
館

新
総
合
計
画
の
中
で

質

問

問

・
山
崎
か
ら
．
ヒ
ス
イ

を
作

ワ
た
口
市
川
な
泌
跡
が
発

川制
さ
れ
て
い
ま
す
岐

・
山
崎
海
停

の
観
光
と
わ
制
機
的
に
結
び
つ
け
た
泣

跡
民
心
航
を
ぷ
流
し
て
は
ど
う
か

ま明
ちる
γ；s b、
三福
三世

~O) 
~ 、．
し
て

昭
和
引
年
度
の
町
社
協

予
算
と
事
業
計
画

制

U
町
社
会
以
削
紘
協
汲
会
の
昭
利

引
年
度
下
業
日
州
と
チ
附
叫
が
決
定
し

ま
し
た

今
後
、
事
業
の
夫
総
に
吋
た

っ
て

は
、
持
さ
ん
の
ご
立
見
や
参
加
を
お

倣
い
す
る
と
と
む
に
．
川
則
及
び
川
州
社

協
並
び
に
前
町
な
ど
と
獄
後
な
述
助
怖
を

凶
リ
、
池
山
城
に
－
M
惜
別
し
た
M
M
祉
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
・

引
年
度

の
主
な
活
動

1
福
祉
の
啓
発
と
住
民
参
加
の
促
進

－
「
ふ
く
し
の
窓
」
の
毎
月
発
行

の窓しくゐ、

・
学
童
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及

協
力
校
事
業

3
善
意
銀
行
の
活
用
と
善
行
の
促
進

－
般
n
立
銀
行
の
治
朗
促
進

－
M
枇
出H
A
祝
の
貸
し
付
け

－
M
祉
関
係
仰
け
が
分
．の
取
り
扱
い

．
w円
行
辺
品
川
の
レ
A
M仏

4
縞
織
の
登
備
と
活
動
基
獲
の
強
化

－
役
は
及
び
悩
枇
附
係
行
の
研
修

．
社
協
品
川
化
叫
川
耐
の
織
広
以

υ池

山収

M
U慨叫
川
州
め
応
酬
腿
訓
炎
分
析

．
一制
祉
が
栄
治
金
の
泣
成

5
関
連
福
祉
筆
業
の
取
り
組
み
及
び

団
体
活
動
の
支
緩

－
M
社
団
体
会
議
の
開
催
及
び
述

絡
調
務

－
M
祉
関
体
の
活
動
主
従
及
び
助

弁

ん

…

だ

さ

2
・

左

ポ

日

当

つ

れ

皆

忍軍司

し

人

・

弁

さ

ら

の

R
J
必

対

只

お

だ

日

作

戸

L
’

人

に

⑤

〈

で

イ

功
品

一

ぺ

生

が

て

宛

テ

怠
也

、

ぇ

ミ

t
’

磯

ン

此
宮

る

t
M
H
U
U引

崎

柿

餅

い
一
一
対
符
い

一
ぐ

M
M
て

吋

（

の
必

ホ

継

キ
d

つ
兵

ア

）

T

人

す

パ

ドf
ぬ

イ

凶

る

す

串
払
動

制口一

が

の

テ

化

け

ま

日

畠
買
を

川
M

町

へ

ン

小

川

い

特

当

、
一

人

ラ

ぷ

を

て

い

企

日

答

弁

例
H

目
前
で
は
．
令
川
的
に

ら
れ
飛
な
辿
跡
が
多
数
発
制

さ
れ
て
わ
ね
り
、
二
れ
ら
先
人
め
伐
し

た
追
跡
物
を
似
存
し
、

川火
一
小
す
る
ニ

と
は
文
化
財
の
愛
必
と
縦
み
の
た
め

に
ち
必
咲
な
こ
と
で
あ
り
、
泣
帥
附
凶吹

一不
館
の
柏
崎
設
計
闘
は
．
新
総
合
計
幽

の
中
で
与
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観

光

開

発

宮
崎
・境
海
岸
を
整
備

質

問

町
長
は
、
鋭
光
問
題
に
紡

力
的
に
取
り
組
ん
で
・
｝
ら
れ
、

初

U
町
の
鋭
心
ん
を
臥
F
J

え
る
仰
人
会

H
H
A
μ

を
ぷ
れ
し
‘
開
銀
・
は
H
け
に
は

符
巾
袋
’
aU
山
さ
れ
て
い
ま
す

ど
の
よ
・ヲ
な
州
統
光
川
允
を
近
め
て

い
か
れ
る
の
か

答

弁

t
i
川
町
の
山
飢
え
問
時
ん
は
．
紛

総
合
J
州
に
H
情
づ
さ
、
辺
助
聞

や
則
市
場
事
の
法
制
叱
的
糸
件
の
税
制

に
努
め
る
と
と
む
に
、
滞
ゎ
仕
刷
h

・幼
年

制
似
た
を
日
僚
に
．

一
点
集
中
の
形
で

准
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

と
リ
わ
け
、
向
崎

・
治
山
仰
山が
に
つ

い
て
は
．
年
間
却
万
人
の
観
光
符
が

J
れ
る
町
の
革
委
な
観
光
地
で
あ
リ
、

道
路
交
通
網
の
格
品
聞
に
仰
け
っ
て
観
光

谷
が

m加
し
て
お
リ
．
当
地
山
川
辺
の

繁
備
が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

研

究

課

題

成
・
民
生
委

μ協
議
会
業
務

．
共
同
募
金
会
分
会
業
務

・
「
社
協
の
し
お
り
L

作
成

－
各
係
資
料
に
よ
る
縞
祉
の
数
行
．

と
住
民
参
加
の
呼
び
掛
け

2
在
宅
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
の
推
進

・
心
配
ご
と
初
出
帆
所
の
附
設

－
股
僚
誕
生
m
u令
の
取
リ
M
似い

．
制
社
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会

．
加
祉
ふ
れ
ゐ
い
ま
つ
り

同

時
岨

叫

噌

3

・
8

刷

曹

と

・
内

ん
す
－

e
で
タ

鋤

偽

シ

u印
セ

会
M
叫
祉

踊
禍
椙

副

T
町

u傭
帽
自

柵
自

制

az
te
 

社
よ

町
向

日
祉

制
岨。

一
人
必
し
老
人
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
会
（

8
地
区
）

一
日
mh
綬
会

－
ね
た
き
リ
‘
痴
呆
性
乏
人
慰
問

．
従
来
た
す
け
あ
い
恨
業

－
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
山
給
謝

料品
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
党
制
品
川
ぴ
行

成

A
以
内
会

－
ポ
ラ
・
J

テ
ィ
ア

（グ
ル
｜
ヴ

）

の
行
成
及
ぴ
助
成

－
U
本
L
仲
ト
下
仕
分
以
業
務

質

問

山
川
紛
悼
む
の

H
々
は
．
均

A

ぐ
ら
い
ま
で
働
き
た
い
と
い

う
．制
ぜ
を
持
っ
て
い
ね
ら
れ
ま
す
波

山
な
知
ぷ
と
粁
殺
を
党
問
押
す
れ
ば
若

い
人
と
そ
ん
色
な
い
総
Mmauあ
る
と

思

い
ま
す
。
山町

F
て
も
多
く
の
市
町

で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
け

て
お
り
、
当
町
で

L
設
抗
す
る
与
え

は
な
い
か
。

答

弁

現
氏
、
川
以
下
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
ぷ
抗
し
て

い
る
市
町
は

5
市

4
町
あ
リ
ま
す
が

小
さ
な
町
付
て
は
、
仕
U
P
の
昨
肱
川
怖
が

で
き
す
に
前
織
し
て
い
る
の
が
現
私

で
すし

か
し
、
問
削
は
、
主
人
ク
ラ
ブ

め
げ
さ
ん

M
の
や
る
気
か
品
目
変
で
あ

り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
陥
泌
を
恨
ね
、

取
リ
組
み
た
い
と
与
え
て
い

E
す

質

問

小
学
校
の
統
合
問
題
以
．

小
山
中
校
教
行
局
様
子
日
開
審
ぷ

会
で
本
終
的
に
得
議
き
札
る
と
思
い

ま
す
が
、
統
合
に
伴
・
ヲ
マ
イ
ナ
ス
・向
も

多
く
あ
り
．そ
の
枇
主
け
へ
の
対
応
策
を

ど
の
よ
う
に
与
え
て
お
ら
れ
る
か

答

弁

先
鍛
、
開
催
さ
れ
ま
し
た

小
小
校
教
内
H
尽
段
快
術
後
払
棋

会
で
、
「小
午
伐
の
教
育
局
H
恨
の
快
織

と
教
山
刊
の
向
上
の
た
め
の
ト
刀
泌
を
い

か
に
必
す
べ

3
か

L
d
閉
し
た
と
こ

ろ
で
あ
リ
、
教
山
け
品
抑
制
本
を
紋
zmbn…に

得
織
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す

おりがとうおたたかい志

＠ 朝日町善意銀行

( 3月11日－4月10日｝

． 
9 ~I 
¥} H 
｝ 掴f

*-= 存 ..6.
.!I・Z玄

制iだ
1；ょ
dり

宗⑪

議
員
提
出
議
案

－
朝
日
町
ぷ
会
会
い
れ
会
条
例

一
部
改
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d
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aaa
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－
シ
ベ
リ
ア
抑
留
お
の
忠
給
加
鉱
改

訂
に
附
す
る
立
見
占

－
社
会
福
祉
鉱
総
設
へ
の
同
州
補
助
引

き
ド
げ
に
反
対
す
る
立
見
川

－
主
人
保
他
制
伐
の
弘
前
一
し
に
附
す

る
立
H
凡
仙
川

－
所
得
税
の
減
縦
の
実
地
に
附
す
る

窓
口
比
枠
内

ポ
議
さ
れ
た
も
の

－
附
判
的
年
時
比
例
け
町
．
般
公
社
仙

北，
r
U
Aお
品
川
ゲ
｝

－
附
加
刊

ω午
前
比
例
日
町
附
い切
水
道
付

別
会
バ
納
正
e「
判
外

｛
惜
別

5
Hび

請

願

情

． 
陳

採
択
に
な
っ
た
も
の

－
シ
ベ
リ
ア
仰
向
同
行
の
恩
給
加

η改

訂
に
つ
い
て

・
消
勺
装
出
の
法
問
に
つ
い
て

・
消
J
1
1
の
ぷ
次
に
つ
い
て

－
消
勺
装
T
似
の
叫
刊
ぷ
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
市
人
市
同
思
欠
お
の
〕
出
動
山H
助
成

に
つ
い
て

・
非
骸
六
日
に
つ
い
て

。li.~ilt小学校 2年生の皆さん

から小遣いの一部

4.761問

。託川.,j＇付Yri縛さんより亡父

倫太郎さんの供益として

100.000向

。総級 住弁pg泌さんより亡父

久義さんのi共去をとして

100.000円

と〈名さんよリ

2,000円 ｜

とく 名さんよリ ｜ 

5.000円 ｜

。松波町

。，，，府I

昭和61年度

朝日町社会福祉協議会予算

総額 10,761,000円
Jj¥f弘：f-f'J 

受
講
生
を

募

集

富
山
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ

を
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
の
鐙
成
品
川
m

す
事
受
品
を
お
明
さ
れ
る
わ々
は
、
町

を
川
似
し

ま

す

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

｛
倉
田

ポ
ラ
ン
テ

f
ア
入
門
コ

i
ス

（
5

0

5

7

6

、一
M
M肌
セ
ン
タ
ー
内
）

川
引
日
か
ら

8
川
て
り
｜
ダ

i
コ
l

へ
5
川

ω日
ま
て
に
泌
総
し
て
く
ど

ス

｛
6
川
銘
打

・
却
臼
｝
か

あ

リ

ま

さ

い

－
昭
和
的
年
5
月
号

⑪



生活必需品価格
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…
赤
＋
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら

川

「
ふ
る
さ
と
ズ

l
ム
ア
ッ
プ
」

…
「
街
頭
献
血
」
に
協
力
を

制

限
で
は
、附
利
引
年
6
パ
1
日
（万

…

5
凡
却
円
（
火
）
の
午
前
問
時
か

川山

ぃ共
の
日
）
に
、
県
民
総
参
加
で
内
分

一
ら
午
後
3
時
却
分
ま
て
の
問
、
制
H

川町

の
ふ
る
さ
と
を
船
彩
し
、
向
山
骨
が
ふ

…
町
総
．
ム
会
館
前
で

「
術
踊
献
胤
」
を

州

る
さ
と
の
R
A
M
m
ら
し
さ
を
い
内
認
ぷ
す

…
行
い
ま
す
c

皆
さ
ん
の
J
協
力
を
お

似

る
と
と
む
に
、
そ
の
いY
J
点
を
一
州
民
に

…
胤
い
し
ま
す
。

川
酬

集
め
、
8
M
8
u
l
U
H
の
4
日
間

一
1
1
1
1
11
1
1
1
1
I
ll
i
－
－

叫

川
町
民
会
館
で
vv－共
同店
「
ふ
る
さ
と
ズ

…
社

会

福

祉

事

務

所

か

ら

川

i
ム
ア
ッ
プ
」
を
関
川
市
し
ま
す

…
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
l
i－－－

川
削

題
材
は
向
山
で
、

6
月
1
日
に

ι
…
巡

回

相

談

会

を

開

催

川
m

u忙
の
町
で
vvし
た
し
の
な
ら
な
ん
で

…

点
郎
社
会
制
祉
事
務
引
所
で
は
、

嫁

酬

も
よ
い
。
泌
以
は
、

4
切
り
フ
リ
ン

一
人
相
談

（山
本
の
な
か
の
ト
ラ
ブ
ル
、

州
川

ト
i
人
1
点
と
し
、
山
山
県
カ
メ
ラ

…
川
八
性
と
の
い
父
尚
一
関
係
、
紡
燃
や
脈
絡

に

尚
組
合
加
山
山
え
は
山
広
州
開
認
に
、

…
問
題
等
で
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
）

川

6
川
刊
日
i
7
川

ω
uま
で
総
出
す

い
母
子
栂
談

（
児
取
を
扶
長
し
て
い
る

山
川

－る
こ
と

…
配
似
品
れ
の
い
な
い
婦
人
で
、
佐
川
の

州

問

い
合
せ
先

山
山
県
企
州
県
民
総

…
山
花
、
就
靴
、
家
経
紛
争
、
吋

f
悩

Bhu

－
－
I
l
li
－
－
」

広
報
ぷ
元
日
川

…
批
資
’債
の
貸
付
け
等
の
相
談
に
応
じ

！

、

一

山

市
新
総
山

…
ま
す
）
家
庭
児
童
相
談

｛
性
的、

生

E
F

一

給

1

7

、
…

泊
料
町
小
校
生
川
、
非
行
な
ど

f

－
 

E

4

引
u
p

一

…

i

h

咳

一

ゆ
留

一
念07
6
4
…
供
の
警
に
的
ん
で
い
る
と
を
行

』，

一
H
引
H
4
1
H
ウ
て
い
ま
す
。
お
れ
れ
に
ご
利
用
え

I
l
l
i－
－
l
i
l
l

－
l
）
へ
。

…
1
l
il
i－
－
1

1
1
11
1
1
1
11
1

i
i
j
iJイ
リ

リ

‘
…
泊

郵

便

局

か

ら

N
H
K富
山
放
送
局

…
1
1日
十
ト

l
ト
j
i
l
lも

l
i
l
i－
－
i
i
l
l
l
i－
－
l
…
青
い
鳥
郵
便
薬
害
を
発
行

「
ぼ
く
の
絵
わ
た
し
の
絵
」
展

…

今
年
ら
身
体
邸
中
日
行
へ

の
取
鮮
と

会
同
の
児
段
、
中
山
川
を
対
象
に
間

一
間
心
を
し
い川
め
て
J
U

－hりお・
7
と
、
ドV
い

附
服
さ
れ
た

「
抗日川

M
全
同
教
育
美
術

…
山口
川郵州民依市
川
を
発
行
し
ま
す
。

日収
」
の似
院
品
戸
川
な
作
品
の
中
か
ら
山
山

…

豆
皮
身
体
開
山
l
u

釘

（一

・
二
印刷
）

県
の
お
友
述
の
作
品
1
3

2
山
…
を
ご

…
のト刀
、
千
阪
を
持
参
し
て
‘
5
川
引川

比
い
た
だ
く
、「
ぱ
く
の
絵
わ
た
し
の

一
日
ま
で
の
問
、
副
知
似
い
川
に
小
し
巾
山
て

絵
」
肢
を
開
催
し
ま
す

…
く
だ
さ
い
．
人
別
枚
ま
で

期
間

5
バ
9
U
1
5月
部
付

一
l

i
l
i－
－

l

i

l

i
－
－

会
場

N
H
K
U山
放
送
局
ロ
ビ
｜

…
朝

日

え

び

ね

会

か

ら

青

年

団

か

ら

…

え

ぴ

ね

展

を

開

催

ト
ド
l
tト
ぃi
t川
リ
I
l－－
1
1
1
t！…

5
月
3
日

（
よ）

1
4
日

（
H
）

H
H
年
間
で
は
、
述
A
口
財
人
会
と
の

…
に
例
日
町
中
央
膝
凶
跡
的
文
所
2
階
俊

共
似
で
、－
M
崎
小
山
山

一
併
の
治
制
活

一
ポ
八
五
で
、
約
2
0
0
鉢
を
集
め
て
、

動
を
、

5
月
時
間
判

（
臼
）
に
行
い
ま

．

〆
え
び
ね
M
？
を
開
催
し
ま
す
。

す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
多
可

一

皆
さ
ん
の
ご
米
坊
を
心
か
ら
お
待

集
合

午
前
8
時
、
山
崎
小
乍
校

一
ち
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
か
ら

…
ハ
令
銭
に
だ
ら
し
な
く
な
る
＠

一
位
よ
く
ウ
ソ
を
パ
－
つ
よ
う
に
な
る

…
日
幻
忽
や
幻
鳴
が
起
こ
る
。

一
M
い
つ
2
U
何
か
を
々
、
ぇ
込
ん
だ
り
、

私
た
ち
は
、
仕
が
ゃ
ん
家

…

セ
カ
セ
カ
し
た
リ
す
る
。

吃
て
い
や
な
こ
と
が
絞
い

…
白
紙
れ
な
い

H
H
が
さ
め
て
も
は
う

た
リ
す
る
と
‘
限
れ
な
い

…

き
リ
し
な
く
な
る

日
が
続
い
た
リ
、阿川
が若宮

…
は
wnい
が
な
く
な
り
、
取
リ
拙
唱
し
山

く
な
っ
て
食
欲
が
な
く
な

…

労
を
す
る
よ
う
に
な
る

ウ
た
リ
、

「
ど
、
ヲ
き
」
や

…
げ
れ
バ
が
・
ぃ
八
き
く
な
り
、
山
口
・
分
の
能
力

「
め
ま
い

－が
し
た
リ
と
、
…

以
上
の
二
と
を
考
え
る

体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ
り

…

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
以
縫
セ
ン

ま

す

タ

l
へ
川
相
談
し
て
く
だ
さ
い

山
恐
怖
の
変
化
に
ょ
う
て
、

ル悼
の
小
に
ル
ヱ
則
的
変
化
一か
U
也
、
｝
る
と

…

皿
、
区

mw
崎
岨
禍
』
凪

い
う
こ
と
は
上
円
く
か
ら
災
験
的
に

i

n

－

－

1
1

・

知
ら
れ
て
い
ま
す
，
例
え
ば
‘
内

作

協

力

者
名

3
月
実
施
介

紳
給
や
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
泊
し
て
、一

境
地
区

水
’M
m即
f

向
山
肌
ー
は
や
附
け
山
川
口
%
に
な
る
・』
と
が
あ

…
宮
崎
地
区

川
谷
給
問
、
長
山
道
義
、

り
ま
す
ま
た
、
心
験
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

ハ

山
本
久
円
相
、

JM谷
灯

f
、
水

oMm

や刊
H
M
W
H
椛
杭
の
よ
・
ヲ
に
、
神
給
総
の

・

こ

た
め
に
心
臓
や
円
協
に
総
状
を
品
川
〈

…
笹
川
地
区

品川
内
沙

ぷ
す
も
の

L
あ
り
ま
す

…
泊
一
区

竹
内
公
f
、
日
刑
法
正
心、

でH

リ
、
体
の
パ
的
公
が
Mm
凶
と
な
ゥ

…

悩
地
敏
、
機
円
相
三
郎

て
、
心
の
防
%
を
起
す
こ
と
む
あ

…
泊
二
区

訟
上
下
武
ぃ
心
、
よ
斤
除
史
、

り
ま
す
。

…

休
泌
川
氏
陶
問
、
岡
本
・化
、肝
U
俗
炎
、

こ
の
よ
う
に
仰
心
仰
と
仰
体
。
は

一

託
児
弘
、
山
川
川
一
一
俊
、以
来
純
治
、

文
ヂ
ど
お
り

，
体
と
な
ゥ
て

．
人
の

一

千
M
W仲
間
、
氷
山
刀
旬
、
付
け
降

人
間
を
つ
く
う
て
お
リ
、
あ
ら
ゆ
る

一

ぶ
、
岡
本
初
一
止
、
氷
川
正
記
、
午

病
気
は
心
身
向
刷
か
ら
の
検
伐
と
治

…

崎
文
削
問
、
寺
山
牟
鋭
、仏
月
九
弘
之
、

僚
が
必
裂
で
、
健
康
な
q

－心
ω
を
つ
く

一

山
市
ル
リ
子
、
中
村
係ぺ円
、
広
川

る
と
い
う
こ
と
は
、
病
気
に
な
ら
な

一

弘

い
た
め
の
チ
防
法
と
も
い
え
ま
す

泊
三
区

後
必
出
夫

f
、
州
都
岩
男
、

、，、，
zd
f
e
t
－－”円金
E
iL
弓’’’N
、

．

ー℃げド陀ザ向日、

4
0
ιη
’’メ
』！日ハ
YT
lJ
l
，J

・

lノ
刊
』
靴
修

1ノ

－
仕
事
上
の
必
務
を
な
り
が
ち
に
な

一
五
箇
住
地
区

市
茂
初
来
、午
川
然
、

る
L

…

長
谷
川
正
弘
、
伊
川
滋
和
、
永
井

Z
欠
勤

・
辺
刻
な
ど
が
多
く
な
る

…

消
防

3
よ
く
仕ぃ
山げ
で
ケ
ガ
を
す
る
マ

…
南
保
抽
地
区

道
川
禿
山
問
、
縫
間
勝
俊
、

4

一
つ
の
ギ
に
非
常
に
ニ
だ
わ
る

一

小

林
wm昭
、
中
山
台
代
チ

5
uぶ
M
M
や
行
動
に
や
～%
が
な
く
な
る
，一

一
山
崎
地
区

成
熊
訂
作

f
、
安
迷
和

6
肉
縦
へ
の
思
い
や
リ
が
な
く
な
る

川

町
、
長
問
弘
明

7
M僚
と
の
付
き
合
い
が
忽
く
な
る
、

…
大
家
庄
地
区

山
附
知
山
内
、
鍛
治
秀

8
ハ
数
が
減
り
、
お
と
る
し
く
な
る
c

一

似
、
広
川
わ
れ
樹
、
山
崎
兵
一

、
日

9
服
装
が
不
潔
に
な
る
。

…

瀬
采
ぃ
州
v
f、
山
口
美
知
H
f、
花
上
川

ω不
十
A
嫌
に
な
る
と
ご
く
釧
か
い
こ

い

て
火
、
鍋
谷
市
叩

f
、
広
川
氏

f
、

と
に
必
る
。

…

必
聞
道
ん
、
市
本
町
内
総

（
付加名
）

5
月
の
け
ん
之
う

心の健康

国民年金

私の質問箱

サラリ ーマンやそのJiは；，こ

れから）［；総年金の似険料を納め

ることになるのでしょうか。

凶ti!:年金｛立．国J＼：にjtj!flの），主

礎年金を：；！（給する制度に改めら

れますが．二のJ正E定年金の給付にJ裂す

る 1~用｛ま . t五11＼：年金の保険料，［.~1日i'..t'l

jll.及びl以生年金保険浮からの拠出令で

まかなわれます。

内営業等 ｛白ill号被保険者）は.11M 

7JIJに似険料を.fd"ll.することになります

が，w:生年金似｜殺等の被1！＋：険者 （第2

-T}ト被保険者）とその被扶言宅配備名 （~i 

3号被i刷会名・）It. I主lli.':.il三令の保険料

をif荷)jljにれ1!1.するのではなく ，l写生年

金保険＇；＇｛＇のjjJllJ交が，こiLらの被保険{j・

の数に応じて ， l.fJ民年~t:~i'll l交に対する

拠出会として，－・1,r;してHt11すること

になリます。

厚生年金｛純愛等制度

一
度

一
i
－
 

一

止
巾

一

金
一
金

一

出
一
年

一

拠
一

E
一

一
民
一

思
一
国
一

問

忽~
Eコ

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

『
コ
ー
ナ
ー

換交上紙
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み

は
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

ま
た
、
譲
り
た
い
も
の
や
譲

っ
て
ほ
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
、

同
じ
く
総
務
課
広
報
係

（
骨u

m
i
－
－

o
o内
線
2
0
4

番
）
ま
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

譲

っ

て

く

だ

さ

い

ヲ〆
宇
・
比
円
み
J

ド九
K
寸

L
g

h
ハv
l
l
n
u
ぞ

守、
u
s
t
o
a－
耳
目
什
eedzH

，
ヮ・

1
v

，

ぐ
ら
い
の
も
の

母
子
保
健
推
進
員

を
委
嘱

町
で
は
、
じ
よ
う
ぶ
な

f
倣い

を
仲
じ
み
打
て
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
次
の
川
中
引
の

卜

H
を
ほ
子
保
健
般
進
民
に
会
制

し
ま
し
た
、
こ
の
ほ
チ
保
健
推

進
以
は
、
付
加明
学
級
や
乳
幼
児

健
診
の
案
内
等
の
仕
が
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す

前
川
口
，l

（続
）、加
磁
文
，FVS

（山
崎
）、
竹
内
万
夫

｛笹
川
）、

近
江
利

f
（
泊

一
灰
）、
梅
似

栄

f
（
泊
二
区

て

池

間
昭
子

｛
泊
三
区

て

筒
井
山H
，i
（
・
九
州
問

庄）
、
大
ぷ
秋
子

（南
似
て
．
自

閉
め
行

J
T

（
山
崎
）、
然
出
川
同
行
チ

（大
家
山
｝

寸
意

；

：

争

Z
う
ま
い
話
に
は

・
2

ウ
ラ
が
あ
る

主
制
や
学
ゃ
か
ら
、
内
戦
に

つ
い
て
の
相
談
が
後
を
新
ち
ま

せ

ん

そ

の

大
半
は
、
ア
ニ

メ

彩
州
ゃ
あ
て
お
山
き
に
つ
い
て

の
も
の
で
す
。

ア
ニ
メ
彩
酬
で
は
『
制
時
間

の
城
門
や
通
ハ一一川数行
で
だ
れ
で

も
簡
単
に
で
き
る
」
と
必
い
文

“
，
が
比
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
仕
事
は
、
級
官
さ
や
正
即
時

さ
、
セ
ン
ス
な
ど
が
必
求
さ
れ
、

何
凶
2
U
不
良
例
品
川
を
指
摘
さ
れ

て
修
正
を
繰
り
返
し
た
り
、
－小

へ
円
以
川
と
し
て
口
い
ト
し
げ
な
い
こ

と
が
あ
り
、
内
戦
以
人
は
お
ろ

か
受
必
料
を
払
っ
た
リ
材
料
を

同納
入
し
た
ま
ま
「
は
き
浪
人
リ
』

と
い
う
ケ

l
ス
が
あ
り
ま
す
内

ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
川
き
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
川
川
ハ
ガ
キ

や
郵
送
料
を
什
己
負
似
し
、
注

文
の
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
マ
ー

ジ
ン
の
え
弘
い
を
受
け
る
と
い

う
の
が
多
く
、

約
8
万
円
を
’

n

t
し
魚
川
し
た
の
に

3
万
円
し
か

も
ら
え
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

あ
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
だ
れ
で
も
簡

単
に
で
き
て
尚
収
入
が
如
何
ら
れ

る
」
な
ど
の
う
ま
い
訴
に
は
、

必
ず
袋
が
あ
る
よ
う
で
す
。

－
昭
和
引
年

5
月
号
＠



61年度事業計画と
表彰者が決まる

3月18日～4月19日

IBTL＼：軟式彪球大会

夜間ノぜドミン トン大会

側ti.ti聖f-球大会

町民 l~D;j(大会＇ I町民バ

ドミントン大会

町民WI式テニス大会

町内対抗ソフト大会

町民夜間lサ y カ一大会

初日 I~－登山

町民野球大会，町民ソ

フト大会・

少年ソフト大会

夜間ノぐレーボール大会

町民駅伝競走大会

町民ノ〈レーボール大会

町民ビーチノ〈レーポー

ル大会，BITl＼：柔道大会

田H＼：スキー大会

HIT l＼：バスケッ ト大会

一朝 日町体管協会一

制日野f体育協会の総会が4月12

日に行われ． 昭和60年伎の~］＇；＂$； .f4l

仇・がされたあと， 61年度の挙業計－

ultlが決定されました。

また，その1お I:.｛本脊協会の表

杉式が行わiL，多年にわたり闘fの

スポーツ振興に貢献した 7名の1J

カ心豆・ftされました。

事

8月23IJ 

I0}-125日

llfl 9 Fl 

111130トl

2 J・J 8 1:1 

3月15日

昭和60年度総合優勝

画

大家庄

治二区

泊三区

計

V陳さんを迎える寺崎町長

.. ・h企a・・r’＿.冒• d• •司・・‘ 魁＆ －・・・・・・・・「曹司・・・
園田「 司~河119-..i司~~・

~ ~ tJJ I 

~1＇－ ‘ ， ！... .: J ・・・・・・・・・1-・』也里Fョa・！トLoi 

勝

勝

勝

5 J-111 H 

5刈17l:l 

5 YJ 18日

6 JI 8 1:1 

6月15日

7 H 4 LI 

7月21日

7汁26日

8月10日

4月~o日
ブラジルから55年ぶりに

この H ， 山崎出身で55~，；：リにブラ

ジルから里帰りした •I ＇谷水三さんが．

!i＇崎町長に表敬訪問に米られました。

tjJ谷さんは、19放の時家族5人とブ

ラジルに移住し，現1'1~ Iシ〈ラナ·J.トl グ）•）・1・｜

高II・クリチーパに住んでおられますが， ：

3月31日
新笹川トンネル開通

企開通を祝って笹川小兜嚢ガパレード

y白市街地と笹川地区を結－l~新笹川ト

ンネルが完成し、笹川lfP.IJJ:お口に関係者

約300人が集まり ．開通式が行われま

した。

このトンネルは．昭和15年にi主られ

た！日のトンネルが，申Iii員が狭〈交i邑誌

の駒大や市の大司！！化に対応できず危険

になったため．泊jf!JJ±瓦口を約 300:;;:1菊

11¥IJに修して．昭和57年 9月から工事を

進めていたもので．」ニれまでの約2協

の規模とな 1）ました。

4月18
青少年・婦人推進指導員決まる

有少年の色l!会育成をはかるため.11!!. 

主主で環境浄化や略発等の活動をするi':f

少年有成県民巡動推進指導員と，婦人

の社会参加と地位向上を図る活動をす

る婦人地域活動推進員として，次の}j

々に県側llf.から依頼主！？が交付されまし

た。

青少年育成推進指導員

水i：~）光目白 （；境）．光主欽良II （自・的）

-tJT谷｜径三 （qn;111），高桜良治 （泊一区）

綿if｛栄 f-（泊二区）．上限盟(it1三区）

永井 浩 （3.i.筒庄）司谷口政一 （南保）

山県li!!:-mを目指すむらぐるみ般進大会

が開fii；され．優良事例の紹介や記念講

演とともに，60年度に（変努な成＊を収めた

足芸家及び農業団体が表彰されました。

朗日町｜場｛系は次のとお 1）です。

米作改良選賞（県利倣良対策本音II長rt・）

米づくりi憂良生産省 住11iii"'t.iE

米作改良に武献した指導者 林一雄

米作改良｛受良生産団体

竹ノ内生産組合

農業選賞 （ ~＼H芸林漁業’振興会長賞）

聖f?t:の昔II

大家1±アスパラガス生産組合

転作fJt良集団 下野生産組合

3月27日
農業大学開講

な
企熱／~＼に受講する参加者

業

優

次

参

＆寺崎町長と懇談する中谷さん

Mの招待で帰｜五｜されたもの。

「見るもの11-Hくむのすべて日新しい

ことばかり 。ザ氾！以上にlfffが発展して

いるのに品ド、ています。ブラジルに削

ったら，町の PRをします叫 と町Iが

発展した機－fにうれしそうに，J；~してお

らilました。

4月12日
中国のお母さんが表敬訪問

この日． 5＇年illJに中tf.I遼年符から州

国した南保志保子さんの主主-L'J：陳i校総（チ

ン ・シュクブ）さんが寺自：.fl町長を訪ね

て米られま した。

~＊さんは， 「志f~.；子さん－＇！！誌の生f,S·＿；ご

りが~lたいJ と ， ヰ：1¥ f・さんの招待で

米Mしたもので， 「3人の係たちの成長

ぷりと町の世話て”土地が購入できたこ

と．本当に蔦んでいますU とうれしそ

うに言活しておらjしました。

もと内どf!Jt ( UJ曲r.n，藤間

婦人地域活動推進員

ii'i・水節 f-・ 'Mfl美津 （大家住）．谷μ八

~T\ r-. '/;i:達心配f-（山崎），近躍進キクエ ・

長谷くにず・（j菊似），径悶ri下－（－・－，t;'i.T

紀子 (lj＿餅11）‘，.n;111；菜子 ・l計法映イー

(i白 ）． ノj、以久笑チ － -tir谷~久 f- （侠川I ) ,

tr附路チ ・新問妙子 （宮崎）．水J；ドナツ

エ ・ 水1：.~ 手ljチ (J克）

.戸を直す建具組合の方と園児

ζの“，田l建兵組合の皆さんが．波

山崎など 4保育所の修総サーどスを1r
L、ました。

.:. iLは.rふ、＃i」週間｛こ，l*ff所の

戸lliや丁板のグラグラになったもの綿

リの悪い戸などの修絡をしたしめて二

ピンッと締まるようになり ，似i児たち

む大喜：びでした。

｜後 （大家庄）

4月10日
建具組合がボランティア作業.... ・-.. 

このB，朝日町中央段協会館てに般

家の主的！ら約100人が出席して．朝日目1
~.；（~大学：が開講され．入汗I終業改良－~・

及所の池町秀夫謀長に 「稲作ヱド：聞の＼Vi

備と初期管理」 について，泊病院JI/~ 形

外千！の白木徹ーl延長に 「俊作業と健康

対策」 と題して．わかりやすく講演し

ていただきました。なお，第 2回の！:1

：！／：：；大学｛ふ稲作生育所1J!切の管理投術を

中心に． 5月に｜刻識するよT・1主です。

•rコシヒカリを660キロ取るには…・・J

この日．町中央終協会館で，中級農

業士や段業機械土及び一般E芸家など手J

150人が参1J!Iして，朝日町』IH夜営農推進

大会が！刻i総されました。

この大会は．集落を必総とした地域

終業の発肢を目的に毎年ll刊かれている

もので，今回は入普段業改良普及所の

池間｛交努主任に「コシヒカりの660キロ

取りを目指して」.I県淡産普及謀の束手lj

昭氏に 「新しい地域農業への展開」と

起して講演していただきました。

3月20日 ：
優良農家及び農業団体が表彰 ：

この日， ~lftll是協会館で·. 活力ある 'i~i

3月19日
集落営農推進大会を開催

Vだくさんの人ガ集まった縫進大会

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

表 彰 受 賞 者

表彰状

iii水~.Jl範 （泊一区） ＼ ， 

上日i安.~i （丘筒ttl l j 

氷｝｜二段次郎 （泊三区） I~ 

"ii iJ：修必 Ui閉店：） I f 

感謝状 ／／ 

足崎巡 (l」．簡rJl ,, 

11叫rn:-,¥（泊三区）

制誠 （笹川I ~／
〆

明‘， 常 一一

付れに
ぷ

総，A；。：月桜西坊、’~；

t七
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お
し
あ

わ
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物
朝日町立中央図書館

本
の
紹
介

「
ち
ょ
っ
と
昔
風

お
や
つ
読
本
」

城
戸
崎
愛

心
か
ら
心
へ
、
手
か
ら
手
へ
、
ぬ

く
も
り
を
伝
え
る
愛
情
お
や
つ
。

思
い
出
箱
か
ら
飛
び
出
し
た
僚
か

し
い
妹
、
お
ば
あ
さ
ん
が
教
、
え
て
く

れ
た
滋
養
い
っ
ぱ
い
の
味
、
ア
イ
デ

ィ
ア
が
生
き
る
暮
ら
し
上
手
の
味
、

み
ん
な
み
ん
な
、
家
族
思
い
の
や
さ

し
さ
が
作
る
、
と
っ
て
お
き
の
楽
し

い
お
や
つ
で
す
。

山崎，
H

’
崎
愛

も
ょ
っ
と
苛
嵐
お
や
つ
読
本

新

し
い
本

は
ね
駒
（

N
H
K
ド
ラ
マ
グ
イ
ド
）

日
本
放
送
出
版
協
会

武
蔵
坊
弁
慶
（

N
H
K
ド
ラ
マ
ガ
イ

ド
）

日

本

放

送

出

版

協

会

き
ょ
う
の
料
理

全
却
巻

日
本
放
送
出
版
協
会

プ
テ
ィ
ツ
ク
社

サ
マ

l
ニ
ッ
ト

（
小

説

）

最
来
て
の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

西
村
京
太
郎

泣
藤
間
作

渡
辺
淳
一

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

化

身

上

下

わ
が
郷
愁
の
マ
リ
ア
ン
ヌ

「
え
斗川
，気

y
t

γ占

M
LP
寸

身
J
U

心
J
U

林
真
理
子

京
都
紙
闘
殺
人
事
件

山
村
美
紗

ベ
ッ
ド
の
お
と
ぎ
ば
な
し

森
埠
拍
子

小
池
上
共
理
子

井
上
ひ
さ
し

彼
女
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i:u1臼町イ1:LL:でレえひ‘ねや山型i’草を愛好．す

る者の交流の場として10人でい発足した

！長史のi長い金です。

でも＇ 60年・の 1月には，全問的にも

有名でLlJ'P-fi占；写点闘去告さ予の執~i'l:i円－で

あリ．当会の顧問にもなっていただい

た”高級勝紘先ε，，＿，，（償浜市仮住）を迎

え，先生にお持ちいただいた'lfJ'-lで会

l.!il のえぴねや山~！f' 苧の純~（［について午

仰しました。同年 5JIにLi，第 l削M
日えびね！廷を町悩十1l：センターでl~~J f[i; し

約 600人の)j々 が米場してくださいま

した。また，同年・6月にはウチ ョウl話！

と山針ぷ燥を中央農協泊支所で1mm；し．

200人余りの方々が米場されました。

初年度としては．大成功だったと思っ

ています。今年も， 5月3日から 4LI 

の2 日 rm，中央農協泊支所て＂~ 2凶えび

ねIKを開催します。たくさんの符さん

のご来場をお待ちしています。問日Hlf

イピIiでレえびねや山野市の好きなJi，当

会に人りませんか。

朝日えひ’ね会代表ー

朝日えぴね会

（
一
般
書
）

二
十
四
歳
の
心
も
よ
う

不
思
議

・
T
o
k
y
o。

フ
ィ
リ

ッ
プ

・
ポ
ン
ス
他

統

・
か
ん
こ
ろ
も
ち
の
品
で柴

出
－
uuf

橋
間
忠
良
子

下
草
暁
子

い
の
ち

午
後
l
時

1
3時

会
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・
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

れ

ん

げ

鶴

書

会

日
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・
5
月
比
日
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午
後

1
時
初
分

i

会
場

・
一
悩
祉
セ
ン
タ
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茶
道
主

I
P
－－「
さ
れ
ど
一
・
干
の
虫
た
ち
」

岩
倉
政
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留

日
時

・
5
月
幻
日
附

午
前
山
時
j
ロ
時

会
場

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
間

※

5
月

l
a
l
u
日
は
こ
ど
も
読
書

週
間
で
す
。
図
出
館
の
本
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
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「制

H
町
認
」
の
部
数
に
ま

だ
余
絡
が
あ
り
ま
す
。
購
入
を

希
望
さ
れ
る
万
は
、
総
務
課
へ
。

瓜生悟立［

V第オ回えびね展にて

＠ 

「田Iへの寄附
(3月11日～4月10日〉

・朝日ロータリークラブさんか

ら町立図啓館へ，児童図磐田

冊 （5万円相当）の寄附があ

りました。

V
5
川
は
占
禁
若
葉
が
そ
よ
ぐ
、

一

年
の
う
ち
で
も

一
番
さ
わ
や
か
な
季

節
で
す
。

V
と
こ
ろ
で
、
・
最
近
は
、

海
水
浴
な
ら
ぬ
滋
林
浴
が
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
木
か
ら
党
散
さ
れ
る

フ
ィ
ト
ン
チ

ヅ
ド
と
い
う
物
質
が
、

健
康
に
良
い
そ
う
で
す
。
と
く
に
新

繰
の
こ
ろ
は
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ

ゾ

ド
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

5

月
の
胤
が
特
に
き
わ
や
か
に
感
じ
ら

れ
る
の
は
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
γ
ド

に
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

V
宰
い
、
朝
日
町
は
、
近
い
所
に
紙

が
い

っ
ぱ
い
あ
リ
ま
す
。
休
日
に
は
、

鹿
島
問
叢
、
城
山
、
み
つ
ぽ
台
地
、

棚
山
な
ど
近
い
一
附
で
、

7
ィ
ト
ン
チ

ッ
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
浴
び
て
み
ま
せ

ん
か
。

V
広
報
あ
さ
ひ

5
月
号
を
お

絹
け
し
ま
す
。

世手持数 5.050(-16) 計18.638（ー38)9 .846 (-13) 〔4月 1日現在の人口〕 男 8.792（ー 15)




